
　

事
業
の
投
資
効
果
の
検
証
と
支

出
の
削
減
は
必
要
で
、
妙
案
は
な

い
が
事
業
の
利
用
促
進
に
努
め
る
。

　
　

大
型
漁
礁
設
置
問
題
で
聞
く

が
、
今
迄
夏
枯
れ
を
し
の
い
だ
蓄

養
用
の
ヨ
コ
釣
り
が
資
源
保
護
の

た
め
来
期
か
ら
半
減
す
る
。
三
陸

の
海
は
放
射
能
汚
染
問
題
が
あ

り
、
曳
き
縄
漁
業
も
カ
ツ
オ
、
マ

グ
ロ
が
駄
目
で
あ
れ
ば
大
型
魚
礁

設
置
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
県
や

国
に
働
き
掛
け
を
し
な
い
の
か
。

　

国
は
島
根
、
兵
庫
の
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
等
の
漁
場
に
や
っ
て
い
る
が
、

Ｔ
Ａ
Ｃ（
漁
獲
可
能
量
）
等
の
魚

で
無
い
と
駄
目
と
言
っ
て
い
る
。

以
前
に
も
議
員
と
一
緒
に
水
産
庁

に
行
っ
た
が
駄
目
だ
っ
た
経
緯
が

あ
る
。

　
　

町
長
は
ど
う
思
う
か
。

　

こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
勉
強
不

足
な
の
で
、
機
会
を
見
つ
け
て
勉

強
し
た
い
。

松
本　

情
報
防
災
課
長

　
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
（
情

報
基
盤
事
業
）
は
前
町
長
が
地
場

産
業
の
活
性
化
が
目
的
と
言
う
こ

と
で
始
め
た
と
思
う
が
、
パ
ソ
コ

ン
か
ら
得
る
情
報
は
皆
が
知
っ
て

お
り
、
３
日
遅
れ
の
情
報
に
は
価

値
は
な
く
、
こ
の
事
業
は
無
駄
金

と
思
い
反
対
し
た
。

　

投
資
額
約
20
億
円
、
年
間
の
管
理

費
が
約
１
億
５
千
万
円
で
経
費
の
半

分
は
皆
の
税
金
で
負
担
を
し
て
い
る
。

こ
の
負
担
が
な
け
れ
ば
、
国
保
に
一

般
会
計
か
ら
も
っ
と
繰
り
入
れ
が
出

来
る
と
思
う
が
、
こ
の
事
業
へ
の
投

資
効
果
は
あ
る
の
か
。

　

情
報
基
盤
事
業
は
行
政
情
報
の

周
知
や
、
防
災
対
策
等
５
つ
の
主

な
目
的
が
あ
り
、
数
値
で
の
資
料

は
な
い
が
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た

と
い
え
る
。

　
　

効
果
は
あ
っ
た
が
数
値
で
は

出
せ
な
い
と
言
う
の
な
ら
税
収
は

ど
れ
だ
け
増
加
し
た
か
。

　

税
収
が
ど
れ
だ
け
上
が
っ
た
か

の
資
料
は
持
っ
て
い
な
い
。

　
　

年
に
約
１
億
５
千
万
円
の
経

費
は
10
年
で
15
億
円
だ
が
、
目
に

見
え
な
い
効
果
が
あ
る
と
言
っ
て

も
年
に
１
億
円
近
い
赤
字
の
上
に
、

今
年
か
ら
消
費
税
も
上
が
る
が
町

民
の
皆
さ
ん
も
町
も
や
っ
て
行
け

る
の
か
。
民
間
な
ら
経
費
の
削
減

を
考
え
な
い
と
潰
れ
る
事
業
だ
。

　
　

佐
賀
地
区
に
は
大
方
の
様
に

高
台
に
避
難
可
能
で
仮
設
住
宅
建

設
用
の
用
地
が
無
い
。
東
公
園
周

辺
に
用
地
の
造
成
は
出
来
な
い
か
。

　

東
公
園
北
東
部
は
良
い
所
だ
と

思
う
が
、
町
は
高
台
移
転
用
地
造

成
の
場
所
を
今
は
考
え
て
い
な

い
。

　

こ
の
問
題
は
防
災
対
策
の
一
環

と
し
て
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

各
地
域
で
考
え
る
事
が
効
果
的
だ

と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

※
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